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東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
平
成
二
十
三
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
平
成
二
十
三
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三

年
法
律
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
等
の
た
め
の
平
成
二
十
三
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

第
一
条
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
、
「
及
び
第
四
条
」
を
「
か
ら
第
五
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
規
定
に
よ
り
震
災
復
興
特
別
交
付
税
額
の
一
部
を
加
算
す
る
前
の
」
を
「
規
定
に
よ
る
震
災
復
興
特
別

交
付
税
額
の
一
部
の
加
算
が
な
か
っ
た
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
同
年
度
分
の
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
平
成
二
十
三
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
等
に
関
す

る
法
律
」
を
「
（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
等
の
た
め
の
平
成
二
十
三
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
等
に
関
す
る

法
律
」
に
、
「
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
平
成
二
十
三
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第

五
条
第
一
項
」
を
「
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
等
の
た
め
の
平
成
二
十
三
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
総
額
の
特
例
等
に
関
す
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る
法
律
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
震
災
復
興
特
別
交
付
税
額
以
外
の
額
の
一
部
の
平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る
交
付
）

第
五
条

平
成
二
十
三
年
度
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
地
方
交
付
税
の
う
ち
震
災
復
興
特
別
交
付
税
額
以
外
の
額
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
三
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
２
号
）
に
よ
り
同
年
度
の
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
の
予
算
に

計
上
さ
れ
た
地
方
交
付
税
交
付
金
の
額
か
ら
四
千
四
百
五
十
四
億
六
千
九
百
十
五
万
円
を
控
除
し
た
額
と
平
成
二
十
三
年
度

特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
４
号
）
に
よ
り
同
年
度
の
同
特
別
会
計
の
予
算
に
計
上
さ
れ
た
地
方
交
付
税
交
付
金
の
額
と
の

合
算
額
以
内
の
額
を
、
同
年
度
内
に
交
付
し
な
い
で
、
地
方
交
付
税
法
第
六
条
第
二
項
の
当
該
年
度
の
前
年
度
以
前
の
年
度

に
お
け
る
地
方
交
付
税
で
ま
だ
交
付
し
て
い
な
い
額
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
度
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
地
方
交
付
税
の
総

額
に
加
算
し
て
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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理

由

平
成
二
十
三
年
度
の
第
二
次
補
正
予
算
及
び
第
四
次
補
正
予
算
に
よ
り
増
額
さ
れ
た
同
年
度
分
の
地
方
交
付
税
の
額
に
つ
い

て
、
そ
の
一
部
を
、
同
年
度
内
に
交
付
し
な
い
で
、
平
成
二
十
四
年
度
分
と
し
て
交
付
す
べ
き
地
方
交
付
税
の
総
額
に
加
算
し

て
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


